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対象は産業医科大学第一内科で経験した SLE患者2019lj (活動期未治療， 10例，非活動期， 10例)及
び正常健人， 10例を用いた。 SLE の診断は， ARAの 1982年改定 SLE分類基準に基づき，活動性の
判定は，厚生省特定疾患研究班SLE活動判定基準を参考にした。へパリン採血より比重遠心法にて単
核球を分離し， plastic dish で3TC 2 時間培養後， dish付着細胞を得，これを単球とした。又， dish非付
着細胞をナイロンカラムを通過させ， T細胞とした。単球分画はペルオキシダーゼ陽性細胞が90%以上
で， T細胞分画はE ロゼット形成細胞が90%以上であった。 T細胞活性化能は，健康人，又は患者T細
胞 1 X 10 5 に健康人，又は患者単球を種々の割合に添加し ， Con A存在下に 3 日間培養し， 3 H ーチミジ
ンの取り込みで測定した。更に単球に抗HL A -D R monoclonal抗体 (Becton Dickinson社)とウサ
































陽性細胞に発現されているHLA-DR抗原量の減少が関与していることが判明した。即ち， 8 L E患
者の免疫異常にH"L A-DR抗原陽性単球の機能異常が関与していることが示唆された。
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